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東日本大震災 被災地への医療物資の搬入

イベントでの献血の募集

大原野森林公園だより④ 美しいまち・西京をめざして
区内一斉清掃にご参加を！今月の花　ヤマブキソウ（ケシ科）

　５月12日（日） 

を基準日として、

区内一斉清掃が

行われます。学

区・地域ごとに

実施されます

ので、日時・集

合場所等は回

覧や掲示板な

どでご確認ください。

問�区役所まちづくり推進担当

（☎ 381・7197）、支所まち

づくり推進担当（☎ 332・

9318）

　日本赤十字社では、大規模

な災害時の医療救護活動や救

援物資の搬送をはじめ、献血

事業、ボランティアや看護師

の育成など、大切な命を救う

ための様々な活動を行ってい

ます。

　これらの活動を推進するた

め、毎年５月を「赤十字運動

月間」とし、全国的に活動資

金への協力を呼びかけていま

す。皆様の温かいご支援をよ

ろしくお願いいたします。

「
ふ
ら
っ
と
・
西
京
」
の
“
こ
れ
ま
で
”

　

出
会
い
・
交
流
・
語
り
合
い
の
場
と
し
て
、
初
対
面
の
方
同
士
が
西
京
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
語
り
合
い
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

「
ふ
ら
っ
と
・
西
京
」
の
“
こ
れ
か
ら
”

　

語
り
合
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
、「
西
京
の
ご
自
慢
」、「
交
流
の
場
」、「
オ
モ

シ
ロ
自
治
活
動
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
学
び
合
う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま
す
。 

今
後
の
開
催
予
定

　

詳
し
く
は
、
区
役
所
・
支
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
担
当
で
配
布
の
チ

ラ
シ
、
区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

F
a
c
e
b
o
o
k

の
ペ
ー
ジ
な

ど
で
、
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

西
京
に
愛
着
が
あ
る
方
、
ま
ち
づ
く
り
に

興
味
が
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
老
若
男
女
ど
な

た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

時�

第
５
回 

５
月
14
日
（
火
）、
第
６
回 

６
月

12
日
（
水
）、
第
７
回 

７
月
30
日
（
火
）

　

�

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時
（
受
付
６

時
30
分
～
）

所
区
役
所
２
階
大
会
議
室

￥�

300
円
（
茶
菓
子
代
）
※
マ
イ
カ
ッ
プ
を
お

持
ち
の
方
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申�

各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
へ
。
当
日

の
飛
び
入
り
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！
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391
・
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８
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郵
送 

〒
615-

８
５
２
２　

西
京
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当 

！
住

所
の
記
入
は
不
要

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
F
a
c
e
b
o
o
k

※�

Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
郵
送
の
場
合
は
、「
ふ
ら
っ
と
・
西
京
参
加
」
と
明
記
の
う
え
、

参
加
希
望
回
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
住
所
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

そ
の
他
（
西
京
区
を
よ
く
す
る
た
め
に
や
り
た
い
こ
と
な
ど
）
を
記
入
。

問
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
（
☎
381
・
７
１
９
７
）

第
５
回
～
７
回「
ふ
ら
っ
と
・

西
京
」の
参
加
者
を
募
集
！

関谷一男
委員長

検索大原野公園

ホームページ

問北部みどり管理事務所

　（☎882・7019）

見ごろ　

４月下旬～５月中旬

豆知識　

府内では絶滅の危機

に瀕しており、大原

野森林公園だけで見

られる。同じ頃に咲く

野生のヤマブキの花

とよく似ているが、花

びらは４枚で、ヤマブ

キより１枚少ない。

５月は
赤十字
運動月間
“人間を救うのは、人間だ。”

出
会
い
・
交
流
・
語
り
合
い
の
場
か
ら
、
学
び
の
場
へ

25
年
度
の

「
ふ
ら
っ
と
・
西
京
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

検
索

ふ
ら
っ
と
・
西
京 

―
日
本
赤
十
字
社
と
は
？

　

社
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
認
可
法

人
で
、
赤
十
字
の
活
動
に
ご
賛
同
を
い

た
だ
き
、
年
500
円
以
上
の
社
費
を
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
社
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
社
費
や
一
般
の
方
か
ら
の
寄
付
金

を
財
源
と
し
て
、
自
然
災
害
な
ど
が
発

生
し
た
際
に
、
緊
急
の
救
護
や
復
興
支

援
な
ど
の
人
道
的
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
ま

た
の
名
を
「
赤
十
字
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
も
い
い
、

赤
十
字
の
使
命
と
す
る
人

道
的
活
動
を
身
近
な
社
会

の
中
で
進
め
よ
う
と
す
る

人
た
ち
に
よ
り
結
成
し
た

も
の
で
、
社
員
の
募
集
や

高
齢
者
の
支
援
な
ど
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

―
具
体
的
な
活
動
内
容
は
？

　

国
内
外
で
大
規
模
な
地

震
や
風
水
害
な
ど
が
発
生

し
た
際
に
、
医
療
救
護
活
動
を
は
じ
め
、

救
援
物
資
の
搬
送
、
義
援
金
の
募
集
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
献
血
の

募
集
や
救
急
法
等
の
講
習
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
強
化
、
看
護
師
の
養
成

な
ど
の
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
全
国
か
ら
延

べ
900
班
近
く
の
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
す

る
と
と
も
に
救
援
物
資
の
配
布
な
ど
の

被
災
者
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
８

月
の
京
都
府
南
部
豪
雨
災
害
で
も
、
救

護
班
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
現
地
に
派
遣

す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
共
同
募
金
と
の
違
い
は
？

　

赤
十
字
は
、
人
道
的
な
見
地
か
ら
、

国
内
だ
け
で
な
く
国
外
で

発
生
し
た
災
害
や
紛
争
な

ど
の
被
災
者
支
援
も
行
っ

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災

で

は
、

海

外

か

ら

約

997
億
円
に
も
上
る
救
援
金

が
日
本
赤
十
字
社
に
寄
せ

ら
れ
、
復
興
支
援
の
た
め

の
生
活
や
医
療
な
ど
の
基

盤
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

共
同
募
金
は
「
じ
ぶ
ん

の
ま
ち
を
よ
く
す
る
仕
組

み
」
で
、
集
め
ら
れ
た
寄

付
金
は
、
日
常
的
な
地
域

の
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
課
題
や
展
望
は
？

　

東
日
本
大
震
災
等
を
き
っ
か
け
に
、
赤

十
字
の
活
動
に
つ
い
て
理
解
が
広
ま
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
ま
だ
ま
だ

そ
の
意
義
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
と
も
活
動

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
身
近
な
場
所

で
の
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
、
東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
の
受
付
を
来
年
の
３
月
末
ま
で

延
長
し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
支
援
を
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
「
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支

部
西
京
区
地
区
奉
仕
団
」
の
関
谷
一
男

委
員
長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

＜日本赤十字社京都府支部西京区地区奉仕団＞

各種団体編⑧


